
  延命地蔵 

仏母寺には延命地蔵の由来を記した縁起が残されている。この縁

起は大正 15年（1926）に宝慶寺 50世の天山和尚により書き記され

たものである。近代に入り作られたものであるのでその内容がすべ

て真実であるとは言い難い。木箱には「縁起大師山仏母寺」とあり、

巻物の表題は「延命地蔵尊縁起」とある。その詳細な内容は省略す

るが興味深い記述として「行基菩薩ガ衆生済度乃大願を以て一刀三

禮の敬虔を捧げ彫刻し玉ふ」とある。 

仏母寺は宝慶寺の末で宝永２年（1705）に片瀬村に設立された。

『片瀬誌』の記述からは仏母寺が建立された本来の目的は、大師山

の中腹の大師堂に安置されていた泰澄自作の像の管理のためと読み

取れる。このように考えるとこの像が地蔵尊だったとは考えられな

い。あまり知られていないが仏母寺には安永７年（1778）の史料と

ともに十数センチの木仏も残されている。史料には泰澄自作とあり

この像が本来大師堂にあった可能性が高い。 

 仏像の製作年代や作風については専門家に任せるとして、地蔵尊

は33年に１度開帳されこれは平泉寺の河上御前の開帳と同時である。

行基自作といい、平泉寺との関係といい禅宗寺院の仏母寺の成り立



ちと矛盾する。 

むしろ先に紹介した泰澄自作と伝えられ大師堂に安置されていた

と考えられる像が、より平泉寺との関係が深いと思われる。元来片

瀬村は平泉寺とのつながりが強かったこともあり、おそらくいつの

頃からか両像の成り立ちが混同され形態的も大きい地蔵尊と平泉寺

が結びついてしまったのではなかろうか。 

 


